
令和５年度 長崎県立鳴滝高等学校（定時制昼間部）「ふるさと教育」体系図

テーマ

外部連携機関
（行政機関・事業所）

〇 防災学習を通して、ふるさと「長崎」の魅力や課題について学び、地域貢献への意識を醸成する
〇 活動を通して、課題発見力やコミュニケーション力を身につけ、社会人としての基礎力を育成する
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地域社会（保護者を含む住民、産業、文化、歴史等）

ＬＨＲ・総探企画委員会
教頭・教務主任・分掌主任・学年次主任・学年次担当・教務担当

共に生きる ～夢の実現とふるさとの未来～
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〇 総合的な探究の時間①「災害の時代を生き抜く」
・災害の基本的な知識や情報、避難の方法や災害時の対処を学習する中で、風水害が多い
長崎県の特徴を理解し、自分の命を守り、地域と連携して生き抜く力を身につける。
・消防局や社会福祉協議会など、生活を支えている方との交流を通して、社会の一員として
防災について主体的に考え、行動できる力を育てる。
・家族や地域のための「防災アイデア」を考え、発表を行う。

〇 インターンシップ
・職業調べやマナー講座など、インターンシップ事前学習を通して県内の企業や事業所への
理解を深め、長崎県の特徴を学ぶ。
・インターンシップで得た経験をもとに、地域活性のための「アイデア」を考え、発表する。

① ふるさとの魅力や課題について理解が深まった生徒の割合 ８０％
② 将来長崎県の発展に貢献したいという意識が高まった生徒の割合 ８０％
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